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コミュニティスクールとしての初年度 

研修部・小中連携担当教諭  

今年度から平岡緑中学校区の 3 校は、学校

運営協議会を設置し、「コミュニティスクー

ル（通称 CS）」となりました。地域の大人が

「みんな」で子どもの成長を見守り、支えて

いこうという取組で、その中には小学校と中

学校の連携強化の視点も含まれています。 

 平岡緑中学校区の 3 校はこれまでの連携の

在り方を一新し、定期的に 3 校の教職員が顔

を合わせ、9 年間の子どもの成長への具体的

な取組を計画しています。例えば、これまで

は総合的な学習の時間で扱う学習が小学校

と中学校で似たような内容になっていると

いう課題がありました。子どもの立場からは 

「これ小学校でもやったよ！」と気付くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ができますが、私たち大人はそれが分かりま 

せんでした。しかし、今年度から始まった小

中の連携強化によって、小中での題材や学習

内容の棲み分けを知ることが可能となりま

した。さらに、子ども同士のつながりも始ま

りました。今年度、既に 5 回ほど生徒会執行

部と児童会書記局がオンラインで顔を合わ

せ、互いの取組の成果や課題の交流を行って

います。緑中生に聞くと、「中学校はとっても

怖いところだと思っていた」という声をよく

聞きます。これまでは「楽しい中学校の姿」

を小学生に発信する機会がなかったことが

原因であると考えています。そこで、中学生

が実際に小学生と関わる機会を多くするこ

とで、進学時の心理的不安を軽減し、円滑な

小中の接続につなげていきたいというねら

いを掲げて取り組んできました。 

 そして、コミュニティスクールに欠かせな

いのは地域の皆様、保護者の皆様との協力関

係です。地域の大人みんなで子どもを見守る

ために、これからも本校区 3 校の取組へのご

理解とご協力をお願いいたします。

 

 

新入生ガイダンス①（11 月 18 日実施）  

 本校区の小学校６年生に中学校生活を知ってもらうため、三里塚

小学校へ３名の教員が伺い、新入生ガイダンスを行いました。前半

は学級で中学校１年生国語と２年生理科の授業をリモートで見て

もらい、後半は小学校の多目的室に集まり、中学校に関わる問題な

どを出しながら生活と学習の様子を説明しました。質問の場面では

髪の長さについて、算数が数学になぜ名称が変わるかなど、たくさ

ん質問が出ました。少しでも中学校生活への不安が解消されること

を期待しています。 

１２月には平岡公園小学校６年生の児童が本校に来校し、授業見

学等の新入生ガイダンスを行う予定です。 

 

本校 HP の QR コード  

小中連絡協議会の様子 

https://www.hiraokamidori-j.sapporo-c.ed.jp/


生徒会活動強化週間 

 １１月１８日（火）から２５日（火）の期間で生徒会活動強化週間が行われました。各委員

会、局会が工夫を凝らしたキャンペーン活動を行い、生徒会活動を盛り上げていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者向けコラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1２月の主な行事予定 

２(火) 

 

４(木) 

 

５(金) 

 

11(木) 

 

15(月) 

 

 

16(火) 

 

17(水) 

総合成果発表会 

 

期末懇談開始、午前授業(～10 日) 

 

６組校外学習 

 

学校評価アンケート実施(～18 日) 

 

防災講演会 

テスト範囲発表（3 年生） 

 

図書特別貸し出し（～18 日） 

 

期末特別清掃① 

18(木) 

 

 

19(金) 

 

 

22(月) 

 

23(火) 

 

24(水) 

 

25(木) 

 

26(金) 

小学校ガイダンス（平岡公園小） 

期末特別清掃② 

 

完全下校、職員会議 

NO 部活 DAY 

 

期末特別清掃③ 

 

期末特別清掃④ 

 

期末特別清掃⑤ 

 

２学期終業式 

 

冬季休業日（～1 月 14 日） 

※  SC 来校日 ２日（火）、９日（火）、１６日（火）、２３日（火） 

生成 AI と子ども ～便利な時代との上手な付き合い方～ 
生成 AI は急速に普及し、進化を続けています。私たちの生活を便利にする一方で、その特

性を理解し、適切に使うことが求められています。特に、子どもたちはそのメリットと注意

点を知ることが大切です。 

生成 AI は、学習サポートや翻訳、検索など、知識を広げる手助けをしてくれます。しか

し、生成 AI の情報は必ずしも正確とは限らず、間違いや偏りが含まれることもあります。そ

のため、「AI が言っているから正しい」と鵜呑みにせず、複数の情報を確認する習慣を身に

付ける必要があります。 

また、生成 AI が生成する文章や画像には、著作権やプライバシーの問題が関わることも

あります。生成 AI を使うときは、ルールを守り、責任をもって活用する意識を育てることが

大切です。 

生成 AI は利用可能年齢を 13 歳以上としているものも多くあります。規約をよく読み、適

切に利用するようにお子様と確認してください。 

これからの時代、AI はますます身近な存在になります。ご家庭で話し合いながら、「生成

AI にできること」「人間が考えるべきこと」を理解し、上手に付き合うことが大切です。 

全校協議会企画 

朝のあいさつ運動 

保体委員会企画 

バレー＋山手線ゲーム 

議長団企画 

クリスマスツリーを作ろう 


